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質　

能
代
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
、
施
設
の
利
用
状
況
は
。

答　

利
用
人
数
は
平
成
29
年
度
１
５
７
２
人
、

30
年
度
４
３
９
人
で
あ
る
。（
指
定
管
理
者
で

あ
る
）
能
代
職
業
訓
練
協
会
の
会
員
に
は
大

工
組
合
や
板
金
組
合
の
個
人
事
業
主
が
加
入

し
て
い
る
が
、
減
少
状
況
に
あ
る
。

質　

当
施
設
の
あ
り
方
の
見
通
し
は
。

答　

こ
こ
で
し
か
行
っ
て
い
な
い
技
能
訓
練

の
検
定
も
あ
り
、
地
域
の
発
展
に
必
要
性
は

十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
受
講
人
数
が
集
ま

ら
ず
実
施
で
き
な
い
訓
練
も
生
じ
て
お
り
、

今
後
、
指
定
期
間
の
３
年
間
で
状
況
を
見
な

が
ら
協
会
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

質　

田
園
空
間
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
地
元
町
内
会
へ
の
無
償

壌
渡
の
考
え
は
。

答　

国
の
補
助
事
業
で
整
備
し
て
い
る
た
め
、

耐
用
年
数
の
24
年
が
経
過
す
る
令
和
10
年
ま

で
、
原
則
と
し
て
財
産
処
分
は
で
き
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

質　

斎
場
の
現
在
の
運
営
体
制
は
。

答　

当
局
職
員
１
名
と
臨
時
職
員
２
名
の
３

名
で
２
名
ず
つ
の
輪
番
に
よ
り
、
元
日
と
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
日
以
外
は
毎
日
運
営
し
、
１
日

最
大
６
件
対
応
し
て
い
る
。

質　

11
月
に
火
葬
の
順
番
待
ち
が
生
じ
た
理

由
は
。

答　

臨
時
職
員
の
入
院
に
よ
り
稼
働
率
が
低

く
な
っ
た
期
間
が
あ
り
、
利
用
者
に
不
便
を

か
け
た
。
こ
の
た
び
１
名
の
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
予
定
で
あ
り
、
入
院
し
た
職
員
が
復

帰
す
れ
ば
４
名
の
輪
番
体
制
の
予
定
で
あ
る
。

質　

お
な
ご
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
令
和
２

年
で
終
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化

協
議
会
は
ど
う
な
る
か
。

答　

協
議
会
か
ら
も
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
て
お
り
、
早
急
に
検
討
を
進

め
た
い
。

質　

天
空
の
不
夜
城
、
嘉
六
台
車
改
修
補
助

金
の
概
要
は
。

答　

今
回
の
改
修
は
老
朽
化
で
は
な
く
、
タ

イ
ヤ
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
耐
荷
重
の
補
強
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

天
空
の
不
夜
城
の
収
蔵
庫
を
検
討
す
る

に
当
た
り
、
必
要
性
を
裏
づ
け
る
集
客
力
や

経
済
効
果
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

答　

昨
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

が
、
サ
ン
プ
ル
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
来

年
度
に
改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や
周
辺
飲
食
店

へ
の
聞
き
込
み
等
に
よ
り
、
協
議
会
と
と
も

に
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
い
。

質　

追
加
補
正
し
よ
う
と
す
る
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

答　

10
月
末
現
在
５
７
８
２
万
２
０
０
０
円

の
補
助
実
績
で
、
予
算
額
５
８
０
０
万
円
に

対
し
執
行
率
99
・
７
％
で
あ
る
。
消
費
税
の
駆

け
込
み
需
要
が
あ
っ
た
た
め
、
不
足
が
生
じ

た
と
推
測
し
て
い
る
。

（
落
合
範
良
）

　

12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

各
条
文
等
に
つ
い
て
７
回
目
の
検
討
を
行
っ

た
。

「
会
派
」
に
つ
い
て

意
見　

同
一
の
理
念
及
び
政
策
を
共
有
す
る

議
員
で
構
成
す
る
と
の
規
定
に
つ
い
て
、
会

派
で
政
策
的
な
話
し
合
い
は
行
う
が
理
念
や

政
策
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
確

認
の
す
べ
も
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
規
定
は

削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　

会
派
の
代
表
者
の
会
議
に
関
す
る
規

定
及
び
当
該
会
議
へ
参
加
で
き
る
会
派
の
構

成
を
３
人
以
上
と
し
た
規
定
に
つ
い
て
は
、

既
に
会
議
規
則
に
規
定
が
あ
る
こ
と
、
先
例

に
よ
り
交
渉
会
派
は
３
人
以
上
と
し
て
い
る

こ
と
、
会
派
は
１
人
か
ら
構
成
で
き
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
削
除
す
る
。

「
目
的
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
議
会
の
活
動
原
則
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
市
長
等
と
議
会
と
の
関
係
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
市
民
と
議
会
と
の
関
係
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
委
員
会
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
議
員
間
の
自
由
討
議
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
報
告
会
及
び
広
報
の
充
実
」
に
つ
い
て

協
議
結
果　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

　

残
る｢

会
派｣

、｢

議
員
の
報
酬｣

、｢

会

議
等
の
公
開｣

の
各
条
文
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
意
見

　

議
員
間
の
自
由
討
議
、
公
聴
会
制
度
及
び

参
考
人
制
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
実
施
に
向

け
、
細
か
な
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
今
後
も

協
議
し
て
い
く
べ
き
。

前
文
に
つ
い
て

　

前
回
提
示
さ
れ
た
会
派
「
改
革
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
案
を
ベ
ー
ス
に
会
派
「
希
望
」
か
ら

新
た
な
文
案
が
提
案
さ
れ
、
次
回
ま
で
に
各

会
派
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
佐
藤
智
一
）

産
業
建
設
委
員
会

議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会


